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上下関係のあるビジネス場面における敬語使用
―部下役のタイ人と日本人の発話における敬語に着目して―

チッターラーラック　チャニカー＊

The Use of Honorifics in Business Situations Between Superiors and 
Subordinates

Focusing on Utterance of Thai Japanese Speakers and Japanese Native Speakers as Subordinates

CHITTARARAK Chanika

Abstract

This paper examines how Thai Japanese speakers and Japanese native speakers as subordinates are using 
Japanese honorifics to their Japanese superiors in business situations. Conversational data in the research was 
collected by conducting roleplays. The results showed that Japanese native speakers used honorifics more 
than Thai Japanese speakers throughout the whole conversations. Furthermore, Thai Japanese speakers did 
not use a variety of honorifics as much as Japanese native speakers. Focusing on honorifics in groups of 
Sonkeigo, Kenjougo I and Kenjougo II, Japanese native speakers used honorifics in those groups with more 
complex forms than Thai Japanese speakers. The research findings contributed to better understanding of 
the use of honorifics in business situations.

Keywords：�Honorifics, Business Situation, Thai Japanese Speakers, Japanese Native Speakers,  
Business Conversation

1 ．はじめに

日本語の敬語の使用においては、社会的規範に基づき、人間関係や場面などに応じた使い分けが必要である。
敬語使用によって、社会的距離と心理的距離、敬意、丁寧さなどが示されるが、これらの複雑な概念を理解した
上で実際に敬語を使うことは、非常に難しい。また、敬語使用場面について考えると、公的な人間関係のあるビ
ジネス場面においては、日常生活以上に適切な言葉遣いや敬語使用が求められる。敬語を使い分けることができ
ないことで、相手に対して礼儀を欠く可能性もあると考えられる。

現在、タイにおける日系企業の数は増加傾向にあり、ビジネス場面において日本人とタイ人がコミュニケーショ
ンをとる機会も多くなってきた。そして、ビジネス場面における敬語使用はタイ人日本語話者にとって社会人と
しての重要な基礎知識の一つと考えられている。しかし、タナサーンセーニー・高坂・當山・中井・深澤（2005）
が指摘したように、タイ人の職場での敬語使用には未だ課題が残っているようである。職場における敬語使用の
課題には、日本語教育における敬語教育の影響が大きいと考えられる。タイの日本語教育分野においては、敬語
を含めたビジネス日本語教育を実践するにあたって、実際のビジネス場面に十分に対応できる教授法が確立され
ていないことなどの課題が挙げられ、特に敬語習得に関しては意味を理解しないまま、場面や会話相手に対して
考慮せず、形式だけを覚えるという問題も報告されている（フクシマ, 2018）。タイ人にとって、実際に職場で敬
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語を使用する際に相手との人間関係や会話の内容、場面などによって敬語を使い分けることは簡単ではないと考
えられる。このことから、ビジネス場面における敬語使用に関する教育の質を向上させ、実際のビジネス場面で
敬語をより運用できるような敬語教育を作り上げる必要がある。そのためには、まず、職場でのタイ人と日本人
の敬語使用の実態を把握することが重要だと考えられる。タイ人と日本人による敬語使用を調査することによっ
て、日本語非母語話者と母語話者の立場による敬語使用の様相をより深く理解することができる。そこで、本研
究ではビジネス場面の社内会話を取り上げ、部下役のタイ人日本語話者（以下、TNS）と部下役の日本語母語
話者（以下、JNS）による敬語使用の実態を比較して検討とする。

2 ．先行研究

2 ．1 　敬語の定義
敬語には、言語表現としての「狭義の敬語」と、社会的関係、場面、話題についての配慮を含む「広義の敬語」

の二つがあると述べられている（菊池, 2005）。滝浦（2008）によれば、敬語は話し手と聞き手の間の社会的距離
と心理的距離を表現するものと説明されている。敬語使用には、その場面や相手との人間関係に応じて表現を選
択することで、自らの立場からものごとを伝えることもある（文化庁, 2007）。これらの先行研究における敬語の
定義と説明を踏まえて、本研究では、敬語とは人間関係、場、意識、内容などの要素に配慮し、話し手と聞き手
の社会的・心理的距離を示しつつ、自ら使い分けることで場に応じた適切さを表現するものと定義する。

2 ．2 　ビジネス場面における敬語使用の研究
ビジネス場面は公的な場面として捉えられることが多く、適切な敬語使用が重要となっている。実際にビジネ

ス場面の会話データ及び、ビジネス場面を含む日常会話データを用いて敬語使用について調査した研究は、佐竹
（2016）、Cook（2011）、喬（2014）などがある。日本人を対象にして調査した研究では、佐竹（2016）、がビジ
ネス場面を含む二者間の日常会話を用いて日本人の敬体使用を分析している。上下関係を持つ会話においては尊
敬語・謙譲語・丁寧語の使用が見られた結果から、上下関係、親疎関係、立場関係、場のあらたまり度などの要
素が敬体または敬語使用に大きく影響を与えると言及している。日本語の敬語は実践において非常に複雑な要素
が関わっていると考えられる。また、Cook（2011）は、複数人の日本人による会議の会話データを取り上げ、
特殊な機能を持っている尊敬語と謙譲語の使用に着目し、ポライトネス理論、指標性理論、わきまえ理論という
3 つの理論と関連させ、相手・話題の人物に対する使用から機能や特徴までを含めより深く解釈している。そし
て、接触場面を含んだ研究としては、喬（2014）が母語場面、日本人と台湾人日本語学習者の接触場面の二者間
による社外の人物との会話データを用いて敬語の使用傾向を単語ごとに分析している。その結果、尊敬語と謙譲
語の「お/ご」の使用、謙譲語の「いただく」などが多く見られ、この傾向には特に母語話者において顕著であっ
たと報告されている。これらの結果から、台湾人日本語学習者による敬語使用は日本語母語話者の使用と比較す
ると、敬語が含まれている定型的な表現の使用が特徴であり、敬語使用のバリエーションが少ないとの解釈がな
されている。

これまでの研究において、母語話者の二者間によるビジネス会話、複数人による会議会話、母語話者と台湾人
による母語場面と接触場面の会話を分析した研究や、実践研究及び理論を援用した研究がなされてきた。しかし、
先行研究ではタイ人を対象にして、社内会話のデータを扱った研究は管見の限りまだ見当たらない。また、相手
との人間関係や場面が異なる場合、敬語使用が変わっていく可能性がある。これらのことを踏まえ、本研究では、
ビジネス場面における敬語使用の実態を理解するために、まずは頻繁に行われる上司との社内会話という場面に
着目する。本研究では特に部下役のTNSとJNSを対象にし、会話全体の敬語使用頻度、敬語分類別の敬語使用の
内訳、さらに尊敬語や謙譲語の下位分類としての各敬語形式の使用割合について分析し、それらの敬語使用の特
徴を明らかにすることを目的とする。敬語分類と敬語形式の詳細については後述する。



23

人間文化創成科学論叢　第23巻　2020年

3 ．研究課題

本研究では、ビジネス場面の上司と部下の社内会話において、部下役のTNSとJNSの敬語使用の実態を把握す
るために、研究課題を以下のように設定した。

研究課題 1  会話全体において敬語の使用頻度はどのようになっているか。
研究課題 2  敬語分類の割合はどのようになっているか。
研究課題 3  【尊敬語】、【謙譲語Ⅰ】、【謙譲語Ⅱ】の中で敬語形式の割合はどのようになっているか。

4 ．研究方法

4 ．1 　調査概要
本研究の調査は、2018年 3 月〜 6 月に実施し、ロールプレイの手法を用いてタイで接触場面の会話データを収

集し、日本で母語場面の会話データを収集した。接触場面と母語場面、それぞれ13組、計26組の会話データであ
る。すべての会話データは、上下関係を持つ上司と部下によるビジネス場面における社内会話である。調査対象
者はタイと日本における日系企業及び日系機関に就職している。TNSは全員上級日本語話者である。また、調
査対象者の条件を設定する際、タイの日系企業においては男性の上司と女性の部下が多いという事情を考慮し、
かつ、調査対象者間の性差の影響と上下関係や社会的距離の影響を統制するために、接触場面と母語場面の調査
対象者の条件が揃うように参加者を募った。調査対象者についての詳細は以下の通りである。

ロールプレイに関しては、実際の社内会話に近い話題である打ち合わせ・社内相談の設定をし、10－15程度で
上司と部下の関係を想定して対面会話をしてもらうという手順である。なお、部下役のTNSとJNSは全員 1 回ず
つ会話し、上司役のT-JNSとJ-JNSは会話相手として 2 － 4 人の部下役の対象者と会話した。収集した会話デー
タは高木・細田・森田（2016）に従い、文字化した 1 。本研究では部下役の発話に着目し、部下役の発話におけ
る敬語使用を分析対象とした。

4 ．2 　分析方法
敬語の分類に関して、文化庁の『敬語の指針』（2007）では、【尊敬語】、【謙譲語Ⅰ】、【謙譲語Ⅱ】、【丁寧語】、

【美化語】の 5 つの分類項目が提示されている。本研究でも、文化庁（2007）の 5 分類項目を分類基準として用い、
敬語を表 2 のように分類した。「敬語形式」とは、各分類の下位分類として形式に基づき、分類されたものを指す。
特に【尊敬語】、【謙譲語Ⅰ】、【謙譲語Ⅱ】には複数の敬語形式があり、大きく特定形と一般形に分類され、結果
と考察には形式の分類項目に《》を付けて提示する。

表 1 　調査対象者

接触場面 母語場面
対象者 国籍 性別 人数 平均年齢 対象者 国籍 性別 人数 平均年齢

部下役（TNS） タイ 女性 13 28 部下役（JNS） 日本 女性 13 27
上司役（T-JNS） 日本 男性 5 42 上司役（J-JNS） 日本 男性 5 45
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研究課題 1 において用いた分析手順は、佐竹（2016）を参考にし、発話文数を基本単位として、敬語使用回数
及び使用頻度を調査した。研究課題 2 と 3 の分析 2 に関しては、喬（2014）、佐竹（2016）、Cook（2011）などを
参考にし、敬語の分類と敬語形式による分析を行った。また、分類のコーディングに関しては、日本語母語話者
1 名にデータの 2 割をセカンドコーディングしてもらうよう依頼した。コーディングの一致率は97％であった。

5 ．結果

5 ．1 　研究課題 1 の結果
TNSとJNSによる発話における敬語の使用頻度を分析した結果を表 3 に示す。

TNSによる総発話文数が750のうち、敬語使用回数は807回であり、JNSによる総発話文数が917の中、敬語の
使用回数は1204回である。TNSとJNSによる総発話文数の中で、TNSによる100発話あたりの敬語使用は107回、
JNSによる100発話あたり敬語使用は135回となる。t検定を用いて両者の100発話あたりの敬語使用の差を統計分
析した結果、TNSとJNSによる敬語使用の平均値に有意差が認められた（t（24）＝3.413, p＝0.002）。統計検定の
結果から、TNSとJNSによる敬語の使用傾向には差があると言える。ただし、両者には差があるものの、いずれ
も100発話あたり100回を超えた使用が見られることに留意する必要がある。TNSも一文あたり一回と必要最低
限の敬語を使用しているのである。それに対して、JNSは一文あたり一回以上の使用であり、一文の中で複数の
敬語を談話展開や話題に合わせて使用する傾向があることが推測される。これらが文末・文中などのような位置
で現れるのは、今後検討すべき課題であろう。

5 ．2 　研究課題 2 の結果
TNSとJNSによる敬語使用を 5 分類に分けて分析した。各分類の割合は図 1 に示す。

表 2 　敬語の分類

分類 敬語形式 説明

尊敬語 特定形：いらっしゃる、おっしゃるなど
一般形：お/ご＋なる、られる、お/ご＋名詞/形容詞

相手または第三者の行為や物事についてそ
の人物を立てる

謙譲語Ⅰ 特定形：伺う、申し上げる、いただくなど
一般形：お/ご＋する、お/ご＋名詞/形容詞

自分側から相手または第三者に向かう行為
や物事について向かう先の人物を立てる

謙譲語Ⅱ 特定形：参る、申す、いたす、おる、存じる 自分側の行為や物事などの話や文章を相手
に対して丁重にする

丁寧語 です・ます 文章を相手に対して丁寧にする
美化語 お酒、お料理など 言葉をを美化する

文化庁（2007）をもとに作成

表 3 　発話における敬語の使用回数

発話基準 TNS JNS
総発話文数あたり 807回（750発話） 1204回（917発話）

100発話あたり 107回（100発話）   135回（100発話）
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TNSによる敬語の使用率が高い順に説明すると、【丁寧語】87.2％（704回）、【謙譲語Ⅰ】5.3％（43回）、【尊敬
語】3.2％（26回）、【謙譲語Ⅱ】2.7％（22回）、【美化語】1.5％（12回）という結果である。JNSの場合は、【丁寧語】
76.4％（920回）、【謙譲語Ⅰ】12.4％（149回）、【謙譲語Ⅱ】4.6％（56回）、【尊敬語】4.4％（53回）、【美化語】2.2％

（26回）という順番になっている。両者の敬語使用率を比較すると、【丁寧語】はTNSの使用率の方が高かったが、
【尊敬語】【謙譲語Ⅰ】【謙譲語Ⅱ】はJNSより使用率が低かった。【美化語】は両者とも約 2 ％使用されている。
各分類の使用回数を見れば、TNSはJNSより全分類の使用回数が少なかった。結果から、TNSとJNSは【丁寧語】
を多用していることが共通しているが、JNSは他の敬語も多く使用していることが見られることで、JNSによる
敬語使用のバリエーションが多いと言えるだろう。

5 ．3 　研究課題 3 の結果
研究課題 3 では【尊敬語】、【謙譲語Ⅰ】、【謙譲語Ⅱ】の使用に着目し、各敬語形式の使用割合を分析した。結

果を順番に述べる。

5 ．3 ．1 【尊敬語】の結果

【尊敬語】における形式を分析した結果、両者には《お/ご＋名詞/形容詞》の使用が最も多かったことと、《お
/ご＋なる》の動詞の使用がなかったことが共通している。《られる》と《特定形》に関して、JNSには両方とも
使用が見られ、特に《られる》の使用が多かった。それに対して、TNSの場合は《特定形》が 1 回のみ使用され、

《られる》の使用がなかったことがわかった。このことから、TNSはJNSほど複雑な形式の【尊敬語】を使用し
ていないという特徴があると言える。以下、TNSとJNSによる【尊敬語】の使用例を提示する。
会話例 1 ：TNSの【尊敬語】の使用例
→01 TNS 9 ：あのう、Aさん、今お

【尊敬語】
時間はよろしいで

【丁寧語】
しょうか？   

02 T-JNS 4 ：どうぞ：
会話例 1 のTNS 9 の発話の中で「お時間」は《お/ご＋名詞/形容詞》の形式、【尊敬語】と分類された。上司

の都合を確認する際、TNS 9 は目上のT-JNS 4 に敬意を表しつつ、失礼にならないように、相手の時間を「お時
間」という【尊敬語】で示し、文末で「でしょうか」という【丁寧語】を使用している。

図 1 　敬語分類別の割合

表 4 　【尊敬語】の使用回数及び割合

尊敬語の形式
TNS JNS

回数 割合（％） 回数 割合（％）
特定形 1 3.8 8 15.0

一般形
られる 0 0 11 20.8
お/ご＋なる 0 0 0 0
お/ご＋名詞/形容詞 25 96.2 34 64.2

計 26 100 53 100
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会話例 2 ：JNSの【尊敬語】の使用例
→51 JNS 6 ：あとノンアルコールを飲

【尊敬語】
まれる方がい

【尊敬語】
らっしゃるので：

52 J-JNS 2 ：そうだね
53 JNS 6 ：その辺りは：ちょっと後輩と一緒に持ち寄るようにし

【丁寧語】
ます　　

部下役のJNS 6 の発話では、文中に「飲まれる」の《られる》と「いらっしゃる」という《特定形》の【尊敬語】
が使用されている。この会話における「飲まれる」と「いらっしゃる」は、会話の場にいない社員について言及
している。この会話において、JNS 6 が話題の人物という第三者に向けて複数の【尊敬語】を使用していることは、
自分とその第三者の社会的関係を示すために、【尊敬語】を選択して発言したと予測される。

5 ．3 ．2 　【謙譲語Ⅰ】の結果
次に【謙譲語Ⅰ】の形式に沿って分析した結果を述べる。《いただく》という形式は、特定形に分類されてい

るものであるが、本研究のデータでは《いただく》の使用が他の特定形より顕著に多く使用されていた。そのた
め、ここでは《いただく》に着目して論を進める。以下、表 5 では特定形を《いただく》と《その他》として分
けて提示する。

結果から、TNSとJNSは、《いただく》と《お/ご＋する》が多用されたことが確認できた。《いただく》の使
用の中で、特に「させていただく」の表現が多く見られた。「させていただく」は《いただく》を含んだ形式と
して定着している表現であり、ビジネス場面以外に日常生活においてもよく使用されるため、TNSとJNSにとっ
て使用しやすい表現だと推測される。そして、JNSの場合は《お/ご＋する》の単独な使用のみならず、《いただく》
と連結した「お/ご＋させていただく」の使用もTNSより多く観察された。以下、両者による【謙譲語Ⅰ】の使
用例を説明する。
会話例 3 ：TNSの【謙譲語Ⅰ】の使用例
→69 TNS 3 ：皆さんにちょっと予定を確認した上に、まあメールをお

【謙譲語Ⅰ】【丁寧語】
知らせします　　　　

70 T-JNS 1 ：はい（.） わかりました
TNS 3 の発話では「お知らせします」が使用され、敬語形式としては《お/ご＋する》と分類された。これは 

《お/ご＋する》の【謙譲語Ⅰ】と文末の「ます」【丁寧語】から構成されている。この会話において「お知らせ
します」の使用で、TNS 3 は相手側の上司を立て、部下の立場である自分の行動を述べていると考えられる。

会話例 4 ：JNSの【謙譲語Ⅰ】の使用例
→81 JNS 1 ：また、決まったら、メールにご

【謙譲語Ⅰ】【謙譲語Ⅰ】【丁寧語】
連絡させていただきます＝

82 J-JNS 1 ：＝宜しくお願いします

表 5 　【謙譲語Ⅰ】の使用回数及び使用割合

謙譲語Ⅰの形式
TNS JNS

回数 割合（％） 回数 割合（％）

特定形
いただく 15 34.9 78 52.3
その他 0 0.0 5 3.4

一般形
お/ご＋する 23 53.5 55 36.9
お/ご＋名詞 5 11.6 11 7.4
計 43 100 149 100
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会話例 4 では、JNS 1 による「ご連絡させていただきます」から、《お/ご＋する》と《いただく》の形式が見
られた。この表現は、両方とも【謙譲語Ⅰ】に分類された「ご連絡する」と「いただく」が連結して使用されて
いる。会話例 4 における「ご連絡させていただきます」の使用はJNS 1 が上位のJ-JNS 1 に向けて丁寧に今後の
行動について言及していると捉えられる。

5 ．3 ．3 　【謙譲語Ⅱ】の結果
TNSとJNSによる【謙譲語Ⅱ】の使用を敬語形式ごとに分析した使用回数と使用割合の結果は表 6 に示す。

両者による【謙譲語Ⅱ】の使用の中で、《いたす》を含んだ敬語表現が最も多かった。《いたす》の使用には、《い
たす》のみと、《お/ご＋する》の【謙譲語Ⅰ】と合体した「お/ご＋いたす」の二重敬語という使用も両者に見
られた。《いたす》は他の【謙譲語Ⅱ】より、挨拶表現や典型的表現に頻繁に用いられる敬語のため、TNSと
JNSにより同様に多用されたと考えられる。次にTNSとJNSの《いたす》の使用例を提示する。

会話例 5 ：TNSの【謙譲語Ⅱ】の使用例
26 T-JNS 4 ：じゃ、コースはどういうコースがあるか調べて教えてください

→27 TNS11：はい（.） 調べたら、連
【謙譲語Ⅱ】【丁寧語】

絡いたします、コースと飲み物、はい

会話例 5 においてTNS11による「連絡いたします」の発言から、【謙譲語Ⅱ】と同時に【丁寧語】が使用され
ていることが確認できた。TNS11は連絡することを上司のT-JNS 4 に伝える際、「いたす」と「ます」の使用で
丁重さを示しつつ、相手に向けて丁寧な言い方で会話していることがわかった。

会話例 6 ：JNSの【謙譲語Ⅱ】の使用例
→313 JNS 6 ：�また、あのう：下調べをしてセール先などわ

【丁寧語】
かりましたら、 

改めてご
【謙譲語Ⅰ】【謙譲語Ⅱ】【丁寧語】

相談いたします　　　　

314 J-JNS 2 ：じゃ宜しくお願いします
会話例 6 では、JNS 6 の発話に「ご相談いたします」という「お/ご＋いたす」の敬語形式が見られた。これ

は【謙譲語Ⅰ】と【謙譲語Ⅱ】の二重敬語と捉えられる。そして、文末に【丁寧語】の「ます」の使用も同時に
あった。「ご相談いたします」の表現を総合的に見ると、部下役のJNS 6 は上位の立場であるJ-JNS 2 に【謙譲語Ⅰ】
で敬意を示すことと、【謙譲語Ⅱ】で丁重にした表現を選択して話していると考察できる。

本研究では狭義の敬語の観点を出発点とし、ビジネス場面の社内会話における部下役のTNSとJNSによる敬語
の使用頻度、敬語の分類及び敬語形式を量的分析した。全体的には上司と部下の間の会話においてJNSの敬語使
用はTNSより数も多く、使い方も多様という特徴が見られた。

表 6  　【謙譲語Ⅱ】の使用回数及び使用割合

謙譲語Ⅱの形式
TNS JNS

回数 割合（％） 回数 割合（％）

特定形
いたす 20 90.9 52 92.9
おる 1 4.5 3 5.4
参る 1 4.5 1 1.8

計 22 100 56 100
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6 ．総合考察

敬語使用の結果を総括すると、まず、研究課題 1 では会話全体において部下役のTNSとJNSはいずれも100発
話文数あたりの敬語使用平均が100回以上であったものの、両者の敬語使用平均には有意差があったということ
が確認できた。この結果を考察すると、TNSとJNSは職場において上位の立場の上司との社会的関係および上下
関係を認識した上で、両者とも会話全体において敬語を多用したと考えられる。ただし、JNSは文中及び文末に
複数の敬語や、複合した形の敬語を使用したと予測できる。

研究課題 2 では敬語使用を 5 分類に分けて分析した結果、両者とも【丁寧語】を最も多く使用したものの、
JNSにはそれ以外の敬語の使用も見られ、全体としてJNSはTNSより多様な敬語を使用したことが確認できた。
この点については、ビジネス場面において日本語母語話者が台湾人日本語学習者より多くの種類の敬語を使用し
ていることを示した喬（2014）による調査結果と同様の傾向であると言える。【丁寧語】は日本の社会的規範に
おいて相手に対して丁寧さを示す際、よく使用されるため、TNSとJNSは上司に失礼にならないように【丁寧語】
を中心に使用していると言えるだろう。さらにJNSは談話展開や内容に応じて【丁寧語】以外の敬語を適宜使用
したと考えられる。JNSはTNSより敬語使用のバリエーションがあると言える。

続いて、研究課題 3 では、複数の形式を持つ【尊敬語】、【謙譲語Ⅰ】、【謙譲語Ⅱ】に着目して分析した。【尊
敬語】の結果から、JNSによる使用の中で《特定形》と《られる》の敬語表現が多かったが、TNSにはほとんど
ないという特徴がわかった。ここからも、JNSによる【尊敬語】の表現の使い方はTNSより幅広いと考えられる。
そして、両者とも共通している点としては、【尊敬語】の《お/ご＋名詞/形容詞》、【謙譲語Ⅰ】の《いただく》
と《お/ご＋する》、【謙譲語Ⅱ】の《いたす》が多かったことである。特に【謙譲語Ⅰ】の《いただく》と《お/
ご＋する》の使用に関しては、先行研究では母語話者でも非母語話者でも多用する傾向があると言及されている 

（佐竹, 2016; 喬, 2014）。さらに【謙譲語Ⅰ】の《いただく》を含んだ「させていただく」の使用について、従来
では許可を求めるときの表現とされている（文化庁, 2007）が、喬（2014）では今後の行動についての言及の際、
使用される用法もあると述べられている。本研究でも、会話例から今後の行動についての言及の文脈で「させて
いただく」の使用が見られた。敬語形式に関するこの共通点について、【尊敬語】の《お/ご＋名詞/形容詞》、【謙
譲語Ⅰ】の《いただく》と《お/ご＋する》の、【謙譲語Ⅱ】の《いたす》を含んだ敬語表現および典型的表現は
使用可能な文脈が広く、ビジネス場面に限らず、日常会話においても頻繁に使用されることから、両者にとって
馴染みがあり、使用頻度が高くなる敬語表現と考察される。

7 ．まとめ

本研究では、上下関係のあるビジネス会話において部下役TNSとJNSによる全体の敬語使用頻度、敬語分類別
の割合、敬語形式の特徴が明らかになった。会話全体における敬語使用の結果から、上司と部下の間の会話にお
いてJNSの方がTNSより発話文数あたりの敬語使用が多いことが確認できた。敬語の分類に沿って分析すると、
TNSとJNSの両者とも【丁寧語】が多用されたが、他の敬語はJNSによる使用が多かった。さらに、【尊敬語】、【謙
譲語Ⅰ】、【謙譲語Ⅱ】に着目して敬語形式を分析すると、TNSとJNSは使用した敬語形式が同様なものもあるが、
JNSの方がより多くの敬語形式を使用するという特徴が確認できた。

本研究では部下役の発話を分析対象とした量的分析を行い、TNSとJNSによる敬語使用の実態を全体的に明ら
かにした。しかし、敬語使用に関しては先行研究で述べられているように社会的関係、場面、話題などの要素が
大きく影響し、同じ会話でも談話展開や話題によって、敬語使用の様相が変わっていく可能性がある。そのため、
敬語使用をより深く理解するために、個々の文脈に応じた敬語使用の特徴や機能まで分析することが必要だと考
えられる。本研究では敬語の分析が主に単語レベルであり、分析できる限界があったため、文脈や会話の内容な
どと合わせて、敬語を待遇表現として厳密に検討することを今後の課題とする。また、ビジネス会話における敬
語使用について明らかになったことを、日本語教育現場での敬語教育の実践や企業研修と関連させられるように、
敬語指導について検討していきたい。
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【註】

1 　文字化の記号は以下の通りである。

2 　研究課題 2 と 3 における敬語使用割合の結果では小数点第 2 位以下を省略とした。
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＝ 発話が途切れなく接着 ： 音の引き伸ばし
（.） 1 秒未満のポーズ ？ 語尾の上昇音調




